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6月定例会報告
-住居表示に伴う字の区域及び名称の変更については継続審査となる

・合併、観光、中心市街地活性化の3つの特別委員会か設置された

第
2
固
定
例
会
は
、

s月
7
日
か
ら
れ
固
ま
で
の
何
日
間
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

町
長
か
ら
、
住
居
表
示
に
伴
う
字
の
区
域
漫
ぴ
名
称
の
変
更
に
つ
い
て
な
ど
七
陣
案

の
提
出
と
穴
件
の
報
告
が
あ
り
、
歯
周
員
か
ら
は
、
特
別
委
員
会
の
股
置
の
発
職
三
件
と

意
見
書
二
件
が
提
案
さ
れ
、
可
決
九
件
、
承
罷
ニ
件
、
継
続
審
査
一

一件
と
い
う
結
果
に

な
り
ま
し
た
。

土
地
開
発
公
社
役
員
の

任
命
に
つ
い
て

(
承
認
)

前
理
事
の
辞
任
に
よ
り
、
新

た
に
次
の
4
名
の
方
が
就
任
さ

れ
ま
し
た
。

竹
井
信
正
(
町
議
会
議
員
)

石
井
要
祐
(
町
議
会
議
員
)

大
堂
圏
治
(
町
議
会
議
員
)

市
樟
広
海
(
町
議
会
議
員
)

附
属
機
関
の
股
置
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

(
可
決
)

本
町
の
中
心
市
街
地
の
整
備

改
善
及
び
商
業
等
の
活
性
化
の

一
体
的
推
進
に
関
す
る
基
本
計

画
を
策
定
す
る
た
め
に
、
「
岡

垣
町
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本

計
画
策
定
委
員
会
」
が
設
置
さ

れ
ま
し
た
。

職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に

闘
す
る
条
例
の

一
部
を
改

正
す
る
条
例

(
可
決
)

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症

の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す

る
法
律
が
施
行
さ
れ
、
伝
染
病

予
防
法
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
「
伝
染
病
防
疫
作
業
手

当
」
を
「
感
染
症
防
疫
作
業
手

当
」
に
名
称
の
変
更
が
さ
れ
ま

し
た
。

鼻
常
勘
消
防
団
員
に
係
る

退
職
報
償
金
の
支
給
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

(
可
決
)

消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償

等
責
任
共
済
等
に
関
す
る
法
律

施
行
令
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
条
文
整
備
が
行
わ
れ
、
退

職
報
償
金
は
一
律
に
五
千
円
引

き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算

(鮪
2
号
)

福
岡
県
介
護
保
険
広
域
連
合

負
担
金
及
び
、
中
心
市
街
地
活

性
化
基
本
計
画
策
定
事
業
、
吉

木
小
学
校
学
童
保
育
開
設
に
要

す
る
経
費
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
五
千
四
百
三
十
万
八
千

円
が
追
加
さ
れ
、
予
算
総
額
は

九
十
一
億
八
千
八
百
三
十
一
万

四
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

住
居
表
示
に
伴
う
字
の
区

域
及
び
名
称
の
変
更
に
つ

い
て

(
継
続
'
董
)

(
可
決
}

こ
の
案
件
に
つ
い
て
、
実
施

区
域
の
一
部
か
ら
町
名
の
変
更

請
求
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

議
会
と
し
て
は
、
公
聴
会
を

聞
き
、
利
害
関
係
者
か
ら
意
見

を
十
分
聴
く
必
要
が
あ
り
ま
す

の
で
、
継
続
審
査
と
し
ま
し
た
。

専
決
処
分
の
承
隠

老
人
保
健
事
嫌
特
別
会
計

補
正
予
算
(
第
1
号
)(承
寵
)

凶
年
度
老
人
保
健
事
業
特
別

会
計
に
お
い
て
、
歳
入
の
国

・

県
の
医
療
費
負
担
金
や
支
払
基

金
か
ら
の
療
養
費
交
付
金
が
、

概
算
交
付
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

歳
出
の
療
養
給
付
費
を
下
回
っ

た
た
め
、
本
年
度
予
算
か
ら
繰

上
充
用
に
よ
り
そ
の
不
足
額
を

補
模
す
る
た
め
の
専
決
処
分
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

~ 
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遺
賀
郡
の
合
併
に
閲
す
る

幌
驚
特
別
委
員
会
の
設
置

に
つ
い
て

行
う
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と

か
ら
、
再
度
特
別
委
員
会
を
設

置
し
ま
し
た
。

(
W
可
決
〉

中
心
市
街
地
活
性
化
に
関

す
る
鵬
査
特
別
委
員
会
の

設
置
に
つ
い
て

議
会
の
決
議
を
受
け
て
、
町

執
行
部
に
お
い
て
は
、

4
町
足

並
み
を
そ
ろ
え
て
合
併
協
議
会

(
任
意
)
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
も
、
議
会
に
お
い
て
は

町
民
福
祉
の
向
上
の
面
か
ら
、

合
併
に
つ
い
て
の
調
査
研
究
を

(
可
決
}

駅
周
辺
を
中
心
市
街
地
と
し

て
活
性
化
を
図
る
こ
と
は
、
商

業
の
活
性
化
は
勿
論
の
こ
と
町

の
玄
関
と
し
て
も
重
要
な
政
策

課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
議
会

と
し
て
は
、
執
行
部
と
調
整
を

と
り
な
が
ら
調
査
研
究
を
行
う

必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、

特
別
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

品
市
酪
部
地
域
観
光
開
発
に

関
す
る
蝿
査
特
別
委
員
会

の
設
置
に
つ
い
て

{
可
決
〉

中
西
部
地
域
は
自
然
環
境
に

恵
ま
れ
観
光
資
源
も
豊
富
で
す
。

議
会
は
、
こ
の
豊
か
な
緑
を

憩
い
の
場
と
し
て
町
民
等
が
活

用
で
き
る
よ
う
に
、
ま
た
町
の

活
性
化
の
た
め
に
も
、
「
西
部

地
区
観
光
施
設
等
基
本
構
想
」

の
実
現
化
と
併
せ
て
、
自
然
と

の
ふ
れ
あ
い
の
場
、
人
と
人
と

の
交
流
の
場
の
創
出
な
ど
の
調

査
研
究
を
行
う
必
要
が
あ
る
と

い
う
こ
と
か
ら
、
特
別
委
員
会

を
設
置
し
ま
し
た
。

地
方
分
権
の
推
進
と
自
治

体
財
政
確
立
の
た
め
の
地

方
税
財
政
改
革
を
求
め
る

意
見
書

〈
湾
決
〉

地
方
財
政
は
、
長
引
く
景
気

低
迷
の
影
響
に
よ
り
、
極
め
て

厳
し
い
財
政
運
営
を
強
い
ら
れ

地方分権の推進と自治体財政確立のための

地方税財政改革を求める意見書

今日、地方財政および自治体財政は長ヲ|く景気低迷の影響に

より極めて厳しい財政運営を強いられ、財政危機は深刻さを増

しているのは周知のとおりです。このような事態に至った要因

は、国の景気対策の失政とともに、現行の園、地方聞の財政シ

ステムの矛盾からくるものと認識します。

今、自治体は、地方分権を前提に少子高齢社会対策をはじめ、

環境問題、情報化、国際化などに直面し、行政ニーズはますま

す拡大し、その対応に迫られています。このため、自治体財政

の確立のために、以下の地方税財政改革の実現を求めます。

'己
1、安定した地方税の確保と税の公平な負担の観点から、法人
事業税の外形標準課税を早期に導入すること。

2、消費税のうち地方消費税の税率を 2%相当に引き上げること。
3、国の所得税10%課税分を地方の住民税へ委譲するなど個人
所得税源の地方移管をはかること。

4、奨励的補助金は基本的に廃止し、一般財源化をはかること。
また、「総合補助金化」などを通じて自治体の裁量権の拡大

を進めること。

5、自治体の課税自主権、地方交付税算定におげる自治体参画
制度の確立、地方債許可制度の廃止と地方債引受機構(自治

体金融公庫)の創設、地方債市場の整備育成などの地方財政

制度の改革を進めること。

6、従来型の公共事業予算とその執行を見直して地域の状況を
勘案しながら福祉、環境、住宅、都市、基盤星整備などの分野

への重点配分と効果的執行を行うこと。

また、圏直轄事業を限定し、公共事業にかかる権限と財源を

自治体に委譲すること。

以上、地方自治法第99条第2項の規定により意見書を提出し
ます。

平成11年6月21日

て
い
ま
す
。

今
、
自
治
体
は
、
地
方
分
権

を
前
提
に
少
子
高
齢
社
会
対
策

を
は
じ
め
、
環
境
問
題
、
情
報

化
、
国
際
化
な
ど
に
直
面
し
、

行
政
ニ

l
ズ
は
ま
す
ま
す
拡
大

し
、
そ
の
対
応
に
迫
ら
れ
て
い

ま
す
。そ
こ
で
、
自
治
体
財
政
の
確

立
の
た
め
に
、
「
法
人
事
業
税

の
外
形
標
準
課
税
の
導
入
」

「
地
方
消
費
税
の
税
率
を
2
%

相
当
に
引
き
上
げ
る
」
「
所
得

税
叩
%
課
税
分
を
地
方
住
民
税

へ
委
譲
す
る
こ
と
」
「
地
方
財

政
制
度
の
改
革
」
な
ど
を
求
め

る
意
見
書
を
内
閣
総
理
大
臣
に

提
出
し
ま
し
た
。

留
守
決
処
分
の
報
告

構
岡
県
介
護
保
険
広
域
連

合
の
規
約
の
一
部
改
正

(
報
化
問
〉

広
域
連
合
の
構
成
市
町
村
数

刀
団
体
か
ら
糟
屋
郡
粕
屋
町
と

八
女
郡
立
花
町
が
辞
退
さ
れ
た

の
で
、
専
決
処
分
で
礼
団
体
に

規
約
の
一
部
改
正
を
行
っ
た
と

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

平
成
叩
年
度
一
般
会
計
繰

越
明
許
費
繰
越
計
算
書{報
告
}

国夫松本福岡県岡垣町議会議長

恵三様小沸j内閣総理大臣

3
月
定
例
議
会
と
4
月
臨
時

議
会
で
日
年
度
に
繰
り
越
し
て

使
用
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た

「
介
護
保
険
シ
ス
テ
ム
開
発
委

託
業
務
」
「
合
併
処
理
浄
化
槽

設
置
整
備
事
業
」
「
た
め
池
整

備
事
業
」
「
地
域
振
興
券
交
付

事
業
」
「
家
屋
等
鉱
害
復
旧
事

業
」
の
繰
越
明
許
費
に
つ
い
て
、

法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

繰
越
計
算
書
の
報
告
が
さ
れ
ま

し
た
。



国民合意の「食料・農機・農村基本法」の制定を求める意見書

昭和36年に農業基本法が制定され37年が経過しました。この問、日
本の農林漁業・農山村を取り巻〈状況は激変し、我が国における食料
・農業のあり方は、農村のあり方とともに、国民全体・国土全体の問
題として緊急にその政策のあるべき姿を示されるべきであります。そ
して21世紀を展望しつつ、国民全体の視点に立った政策の再構築が必
要とされています。
「くらしといのち」の基本に関わる安全で安心できる食料の安定的
な確保については、国際的な人口の爆発的な増加や食料生産の制約要
因の拡大という需給逼迫見通しと地球環境の悪化という様々な問題が
ある中で、その重要性は高まってきています。
また、食料生産の基盤である農業については、自由で活力ある我が
国経済社会の中に足腰の強い産業としてこれを的確に位置づけ、構造
改革の推進と担い手や地域の創意工夫・自主性の下に、未来に向げて
そのカを最大限に発揮することが求められています。
さらに、農村地域社会については、その維持・活性化を通じて農業
生産の基盤を確保するだけでなく、国土や環境を保全する役割が期待
されており、圏内的には、農業従事者の高齢化・後継者難、農村の過
疎化が進む中、国民が安心できる食料供給と持続可能な農業・農村社
会の建設に向けた施策の推進と拡充強化が大変重要であります。
こうした中、政府は『食料・農業・農村基本法』の制定を決めまし
た。また、関連して、食料自給率の目標設定、中山間地域への直接所
得補償の内容、株式会社の農業参入要件等について検討されています。
つきましては、この機会に、地域の実情を加味した食料・農業・農
村の役割lや位置づけを明確にし、下記の事項を盛り込んだ国民合意の
『食料・農業・農村基本法』と関連施設が制定されるよう要望します。

置芭
1、食料自給率と主要な農畜産物の生産、およびこれに必要な農地面
積の目標を明示すること。当面カロリーベースの食料自給率50%を
目標とすること。そのため、国の責任を明確にすること。
2、食料の検査体制や品質表示政策を充実し、安全性を確立するとと。
特に原産地表示の鉱大、遺伝子組み換え食品の表示、有機農産物の
認証。表示制度を早急に確立すること。環境保全型農業など、安全
な食料生産についての研究と普及を図ること。減収補償等の支援措
置を行うこと。
3、家族農業を基本とした専業・兼業を含めた集落営農など多様な営
農形態を支援すること。また、農業生産法人の要件緩和については、
事業・構成員の拡大範囲、株式の譲渡などに厳しい制限を設け、安
易な要件緩和を行わないこと。
4、農家の経営安定のため、所得補償政策を導入すること。特に、市
場価格導入に伴う農産物価格の暴落に対する所得補償と政府買い入
れなどの対策を図ること。
5、中山間地域遠隔地などの条件不利地域での生産活動の維持や定住
化促進、平地も含めた環境保全型農業などによる環境や国土の保全、
景観維持や取り組みに対して、直接所得補償を行うとと。制度の導
入に際しては、自治体の自主性を生かした取り組みへの一括交付金
方式とし、制度の透明性を図ること。
以上、地方自治法第99条第2項の規定により意見書を提出します。
平成11年 6月21日

福岡県岡垣町議会議長松本国夫
様
様
様

園
民
合
意
の
「
食
料
・
農

業
・
農
村
基
本
法
」
の
制

定
を
求
め
る
意
見
積
(
可
決
〉

農
業
基
本
法
が
制
定
さ
れ
て

訂
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
乙
の

問
、
日
本
の
農
業
、
漁
業
、
農

山
村
を
取
り
巻
く
状
況
は
激
変

し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
政
府
は
「
食

料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
」
の

制
定
を
決
め
ま
し
た
。

つ
い
て
は
、
こ
の
機
会
に
、

地
域
の
実
情
を
加
味
し
た
食
料

.
農
業
・
農
村
の
役
割
や
位
置

づ
け
を
明
確
に
し
、
「
食
料
自

給
率
問
%
を
目
標
と
す
る
こ
と
」

「
品
質
表
示
政
策
の
充
実
」

「
減
収
補
償
等
の
支
援
措
置
」

「
多
様
な
営
農
形
態
を
支
援
し

農
業
生
産
法
人
に
つ
い
て
は
安

易
な
要
件
緩
和
を
行
わ
な
い
こ

と
」
「
所
得
補
償
政
策
の
導
入
」

な
ど
を
要
望
す
る
意
見
書
を
政

府
関
係
機
関
に
提
出
し
ま
し
た
。

平
成
均
年
度
一
般
会
計
継

続
賞
計
算
書

平
成
叩
年
度
及
び

H
年
度
に

継
続
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で

一一一一一
恵
喜
昭

測
沢
川

小
宮
中

内閣総理大臣
大蔵大臣
農林水産大臣

き
る
経
費
と
し
て
設
定
し
た
継

続
費
に
つ
い
て
、
法
律
の
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
支
払

残
額
を
繰
越
使
用
す
る
計
算
書

の
内
容
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

車
地
鱒
発
公
社
決
算
報
告

に
つ
い
て

(
報
告
〉

平
成
凶
年
度
の
土
地
開
発
公

社
の
事
業
成
果
を
示
し
た
も
の

で
す
。実績
は
、
取
得
事
業
は
な
く
、

公
有
用
地
、
代
行
用
地
の
売
却

が
主
な
事
業
で
す
。

財
務
状
況
は
、
二
百
八
十
五

万
二
千
円
の
黒
字
決
算
と
な
り

繰
越
準
備
金
に
繰
り
入
れ
ら
れ
、

そ
の
合
計
は
五
千
八
百
四
十
七

万
六
千
円
に
な
り
ま
し
た
と
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
叩
年
度
公
共
下
水
道

事
指
特
別
会
計
繰
越
明
許

費
繰
越
計
算
書

平
成
叩
年
鹿
島
難
及
び
漁

揖
集
落
排
水
事
業
特
別
会

計
綿
越
明
許
費
繰
越
計
算

書
そ
れ
ぞ
れ
、

3
月
定
例
議
会

と
4
月
臨
時
議
会
に
お
い
て
、

繰
り
越
し
て
使
用
す
る
こ
と
が

認
め
ら
れ
た
経
費
に
つ
い
て
、

法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

そ
の
繰
越
計
算
書
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

本
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
請

願
一
件
の
審
査
を
行
い
、
採
択

と
な
り
ま
し
た
。

「
国
民
合
意
の
食
料
・
農
業
・

農
村
基
本
法
の
制
定
を
求
め
る

意
見
書
」
の
提
出
に
つ
い
て
の

請

願

(

採

択

)

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

(
可
決
)

一
般
会
計
補
正
予
算
(
第
1
号
)

(
可
決
)

特
定
地
域
開
発
就
労
事
業
尾
畑

.
小
局
線
道
路
改
良
工
事
請
負

契
約
に
つ
い
て
(
可
決
)

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

と
に
つ
い
て

税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例

(

承

認

)

平
成
叩
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
(
第
6
号

)

(

承

認

)



議員の一般質問は、毎回その内容の要旨を掲載

していますが、その後町政にどう反映されている

のでしょうか、気になるところです。

そこで合回は平成g年8月定例会一般質問のそ
の後を追ってみました。

E~.璽堕h

-・・・・・・・・・・・圃・・・
~ 司司.

平
成
叩
年
四
月
に
建
設
工

事
が
始
ま
り
、
平
成
ロ
年
2

月
完
了
に
向
け
て
着
々
と
進

め
ら
れ
て
い
る
。

質問をした・・・・・..........…Q 
回答した・・...................A 

ー
一
遠
賀
郡
合
併
の

Q
一
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

合
併
協
融
会
を
設
置
し
、

合
併
の
是
非
及
び
合
併

す
る
な
ら
条
件
な
ど
を

整
備
し
、
平
成
叩
年
度

ま
で
に
結
論
を
出
し
た

L
 

A 
合
併
任
意
協
議
会
が
平
成

日
年
8
月
6
日
に
設
置
さ
れ
、

合
併
に
つ
い
て
の
是
非
の
調

査
研
究
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
協
議
会
に
は
、
議
会

か
ら
4
名
選
出
し
て
い
ま
す
。

S
一
男
女
共
同
参
画
社

Q
一
会
を
め
ざ
せ

2
一
総
合
体
育
館
整
備

Q
一
の
基
本
構
想
は

県
の
施
策
に
沿
っ
て
積

極
的
に
取
り
組
む
。

A 

A 
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
主
体

と
し
、
多
目
的
利
用
に

つ
い
て
検
肘
を
進
め
、

効
率
の
よ
い
施
設
を
建

設
し
た
い
。

町
長
の
附
属
機
関
の
委
員

に
女
性
が
増
え
て
い
る
。

女
性
の
管
理
職
(
課
長
)

が
誕
生
す
る
ま
で
に
は
至
っ

て
い
な
い
。

4
一
福
祉
の
充
実
で
ホ
I

Q
一ムへ収ハ
l
の
増
員
は

A 
現
在
正
職
員
4
名
、
臨

時
職
員
8
名
計
口
名
で

あ
る
が
、
実
態
に
即
し

て
増
や
し
た
い
。

-
名
が
増
員
さ
れ
、
今
後

も
老
人
保
健
福
祉
計
画
の
中

で
検
討
さ
れ
ま
す
。

品
一
昨
日
刊
育
の

A 
P
R
や
補
助
制
度
を
見

直
す
。

:建綬が進t:;'j謡音体1背面:
-・・ 1;;. ... 寸之 、毛〆 .'，.，〆 ーー

運
営
経
費
の
鋼
人
負
担
額

の
半
額
相
当
を
補
助
し
て
い

る
が
、
補
助
基
準
の
定
率
補

助
の
上
限
が
な
く
な
り
ま
し

た。
新
た
に
長
期
休
業
(
春
、

夏
、
冬
休
み
期
間
)
中
に
限

り
学
童
保
育
が
吉
木
小
学
校

に
設
置
さ
れ
ま
す
。

E‘ 



道
路
行
政
に
つ
い
て

質

問

赤

井

手

1
源
十
郎
線
の

完
成
見
通
し
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

答
弁
同
線
は
、
平
成
元
年
度

か
ら
事
業
実
施
。
総
延
長
一
千

百
五
十
メ
ー
ト
ル
で
計
画
し
、

平
成
叩
年
度
ま
で
で
、
一
千
九

十
メ
ー
ト
ル
が
完
成
し
て
り
る
。

六
十
メ
ー
ト
ル
の
部
分
が
未

完
成
で
あ
り
、
そ
の
原
因
は
、

地
権
者
と
の
用
地
買
収
交
渉
が

難
航
し
た
こ
と
で
あ
る
。

質
問
今
後
の
公
共
用
地
買
収

に
あ
た
り
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
つ

く
っ
て
は
ど
う
か
。

答
弁
マ
ニ
ュ
ア
ル
ど
お
り
に

交
渉
が
進
ま
な
い
が
、
今
ま
で

の
用
地
買
収
を
参
考
に
、
「
指

針
」
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。

/
/
 
~ 、

‘ 

急
傾
斜
地
崩
壊
防
止
対

策
に
つ
い
て

質
問
戸
切
百
合
野
の
急
傾
斜

地
の
改
修
に
つ
い
て
は
、
急
傾

斜
地
の
崩
壊
に
よ
る
災
害
の
防

止
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
事

業
採
択
は
、
戸
数
が
少
な
い
た

め
に
出
来
な
い
が
、
そ
う
で
あ

れ
ば
町
で
条
例
を
つ
く
っ
て
救

済
措
置
は
と
れ
な
い
か
。

答
弁
国
の
法
律
の
な
い
と
こ

ろ
に
条
例
を
つ
く
っ
て
実
施
す

る
と
な
る
と
、
年
間
予
算
が
膨

大
に
な
り
、
ま
た
予
算
の
配
分

の
面
か
ら
も
好
ま
し
く
な
い
の

で
条
例
化
は
考
え
て
い
な
い
。

質
問
執
行
部
が
そ
の
よ
う
な

考
え
方
で
あ
れ
ば
、
議
員
提
案

で
出
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
そ
の

時
は
、
執
行
部
に
も
協
力
を
求

…
農
業
問
題
と
ま
ち
づ
く

一
り
に
つ
い
て

一
そ
の

1
、
農
業
の
位
置
づ
け
と

一
基
本
理
念

一
質
問
日
本
民
族
は
「
豊
葦
原

一
瑞
穂
の
国
」
と
言
わ
れ
て
き
た

一
よ
う
に
、
農
耕
民
族
と
し
て
自

質
問
難
病
に
指
定
さ
れ
、
介

一
然
と
共
生
し
て
文
化
を
創
造
発

護
保
険
の
適
用
さ
れ
る
方
は
何
一
展
さ
せ
て
き
た
。

人
お
ら
れ
る
の
か
0

・
農
耕
と
し
て
の
稲
作
文
化
は

答
弁
介
護
保
険
の
認
定
が
必
一
日
本
の
風
土
に
定
着
し
、
現
在

要
に
な
る
が
、
第
2
号
被
保
険
…
の
国
民
に
受
け
継
ぐ
べ
き
大
切

者
で
あ
る
却
歳
か
ら
臼
歳
ま
で
…
な
文
化
的
財
産
を
残
し
て
き
ま

の
方
で
特
定
疾
病
に
該
当
す
る
…
し
た
。

方
は
印
名
程
で
あ
る
。
一
よ
っ
て
、
岡
垣
町
の
基
幹
産

質
問
通
院
介
助
に
ヘ
ル
パ

l

一
業
と
し
て
農
業
の
も
つ
基
本
理

を
活
用
で
き
な
い
か
。
…
念
と
ま
ち
づ
く
り
計
画
に
対
す

答
弁
現
在
、
移
送
サ
ー
ビ
ス
一
る
位
置
づ
け
に
つ
い
て
答
弁
を

は
町
内
に
隈
ら
ず
岡
垣
町
周
辺
一
求
め
る
。

の
病
院
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
一
答
弁
有
史
以
来
二
千
年
農
耕

っ
て
い
る
が
、
へ
ル
パ
ー
で
の
一
民
族
と
し
て
生
活
、
文
化
、
人

対
応
は
今
後
検
討
し
た
い
と
思
一
を
育
ん
で
き
た
。
今
に
生
き
る

っ

て

い

る

。

…

私

た

ち

は

、

使

命

と

し

て

次

世

一
代
に
継
承
さ
せ
て
い
か
ね
ば
な

め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

介
護
保
険
に
つ
い
て

航してじる赤井手ぞ)源+郎線

ら
な
い
。
農
業
は
今
激
動
の
時

期
に
き
て
い
る
。
原
点
に
立
ち

か
え
り
考
え
直
す
こ
と
が
大
事

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

質
問
農
業
問
題
で
専
門
的
に

深
く
検
討
、
研
究
を
行
っ
た
こ

と
が
あ
る
の
か
。

答
弁
特
別
に
研
修
・
調
査
は
、

農
林
水
産
課
は
行
っ
て
い
な
い

が
、
農
業
委
員
会
な
ど
で
行
っ

て
い
る
。

質
問
町
の
第
三
次
総
合
計
画

の
中
で
、
主
要
な
行
政
課
題
に

つ
い
て
は
行
政
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ

1
ム
で
実
施
計
画
な
ど
が

検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
農
業
問

題
は
な
ぜ
検
討
さ
れ
な
い
の
か

a 

理
由
が
あ
る
の
か
。

答
弁
別
に
理
由
は
な
い
が
、

若
い
農
業
者
や
農
協
と
連
携
し

て
協
議
中
で
あ
る
。

質
問
ひ
と
づ
く
り
、
ま
ち
づ

く
り
を
主
張
さ
れ
て
い
る
が
、

農
業
問
題
を
抜
き
に
し
て
は
あ

り
え
な
い
。

根
本
的
基
盤
に
位
置
づ
け
る

べ
き
だ
。

答
弁
中
、
西
部
を
農
業
振
興

地
域
に
位
置
づ
け
て
い
る
。

後
継
者
問
題
や
消
費
者
の
理

解
が
必
要
で
あ
る
。

第
四
次
総
合
計
画
で
考
え
て

い
く
。



介
護
保
険
に
つ
い
て

質
問
介
護
保
険
の
実
施
で
国

と
地
方
の
公
的
負
担
は
、
こ
れ

ま
で
に
比
べ
て
四
千
五
百
億
円

削
減
で
き
る
。
こ
の
財
政
面
を

優
先
さ
せ
、
準
備
が
整
っ
て
い

な
い
の
に
介
護
保
険
を
強
行
し

よ
う
と
し
て
い
る
。

一
方
、
国
民
は
二
兆
円
の
新

た
な
保
険
料
を
負
担
す
る
こ
と

に
な
る
が
、
も
し
、
そ
れ
に
応

え
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
体
制
が

と
れ
な
い
な
ら
保
険
と
し
て
は

全
く
成
り
立
た
な
い
。

よ
っ
て
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

基
盤
整
備
の
充
実
を
求
め
る
。

答
弁
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス

提
供
事
業
者
は
、
町
域
や
郡
域

を
越
え
て
参
入
し
て
く
る
広
域

的
な
事
業
者
が
ど
の
程
度
に
な

る
か
は
把
握
で
き
て
い
な
い
が
、

介
護
に
必
要
な
基
盤
整
備
は
十

分
確
保
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

特
養
の
待
機
者
も
広
域
的
に
対

応
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

質
問
今
で
も
、
全
国
的
に
は

待
機
者
が
相
当
数
あ
る
の
で
、

そ
う
な
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

よ
っ
て
基
盤
整
備
に
全
力
を

挙
げ
る
よ
う
求
め
る
。

介
護
認
定
に
つ
い
て
は
、
全

国
の
モ
デ
ル
認
定
事
業
で
、
実

態
よ
り
も
軽
度
に
判
断
さ
れ
る

場
合
が
相
次
ぎ
、
厚
生
省
に
苦

情
が
殺
到
し
た
。
生
活
実
態
に

あ
っ
た
介
護
認
定
と
介
護
サ
ー

ビ
ス
内
容
に
な
っ
て
い
な
い
。

生
活
実
態
を
反
映
し
た
も
の

に
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

答
弁
改
善
さ
れ
て
い
る
の
で

ゆ

…
比

一

b

r

l

E

 

ら

鶴

一

め

支

一

進

賀

一

応

遺

一

二々

品

目

一

驚
一週
一
一

が
域
一

定
a

広
一

寵

険

一

護
保
介

護

一

要

介

一

E

一

基
本
的
に
は
問
題
な
い
と
考
え
…

て
い
る
。
予
測
で
き
る
分
は
万
…

全
を
期
さ
な
い
と
い
け
な
い
が
、
一

不
透
明
な
分
も
あ
る
の
で
実
施
…

す
る
な
か
で
検
討
し
て
い
く
。
一

質
問
町
長
は
現
行
の
老
人
福
…

祉
施
策
の
水
準
を
下
回
る
よ
う
一

な
こ
と
は
し
な
い
と
言
わ
れ
た
一

が
、
具
体
的
に
は
如
何
に
。
…

答
弁
補
助
事
業
を
積
極
的
に
一

活
用
し
多
様
な
事
業
の
展
開
と
…

町
財
政
負
担
の
軽
減
を
図
る
。
…

介
護
保
険
の
対
象
者
と
そ
れ
以
一

外
の
方
と
で
利
用
者
負
担
に
不
…

均
衡
が
生
じ
な
い
よ
う
適
正
な
一

負
担
の
あ
り
方
も
検
討
す
る
。
…

学
校
教
育
問
題
で
学
級

崩
壊
、
不
登
校
、
性
犯

罪
に
勺
い
て

質
問
最
近
、
学
童
の
生
活
実

態
は
憂
慮
さ
れ
る
状
況
に
あ
る

が
、
町
内
の
実
態
を
ど
の
よ
う

に
把
握
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
弁
現
在
町
内
の
七
つ
の
学

校
は
、
学
級
崩
壊
、
性
犯
罪
は

発
生
し
て
い
な
い
が
、
不
登
校

生
は

8
人
い
る
。

そ
の
原
因
は
、
家
庭
不
和
と

無
気
力
、
情
緒
不
安
と
無
気
力
、

友
達
関
係
と
無
気
力
と
か
、
そ

う
い
う
ふ
う
な
複
合
し
た
理
由

と
思
わ
れ
る
。

質
問
実
態
と
し
て
は
、
多
く

の
事
例
が
潜
在
し
、
ま
た
予
兆

現
象
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
ど
の

よ
う
な
対
応
を
考
え
て
い
る
の
か
。

答
弁
学
校
の
指
導
体
制
を
確

立
し
、
授
業
が
楽
し
く
な
る
よ

う
な
、
魅
力
あ
る
学
校
に
な
る

ょ
う
改
善
す
る
と
と
も
に
、
休

ん
で
い
る
子
供
さ
ん
に
対
し
て

は
、
学
校
の
先
生
か
ら
声
を
か

け
た
り
、
友
達
が
誘
い
に
行
っ

た
り
、
常
日
噴
か
ら
の
連
携
を

と
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思

っ
て
い
る
。

学
校
5
日
制
化
の
対
応

に
つ
い
て

質
問

2
0
0
2
年
か
ら
学
校

5
日
制
が
実
施
さ
れ
る
が
、
基

本
的
な
ね
ら
い
は
ど
こ
に
あ
る

の
か
。

答
弁
具
体
的
な
ね
ら
い
は
教

え
込
む
授
業
で
な
く
し
て
、
自

ら
学
び
、
自
ら
考
え
る
力
の
育

成
と
学
び
方
や
調
べ
方
を
身
に

つ
け
る
と
と
が
ね
ら
い
で
あ
る
。

質
問
教
育
委
員
会
の
具
体
的

な
対
応
は
ど
う
な
の
か
。

答
弁
平
成
日
年
度
よ
り
「
豊

か
な
心
実
践
検
討
委
員
会
」
を

発
足
さ
せ
、
学
校
、
教
育
委
員

会
、
家
庭
、
地
域
社
会
の
関
係

者
が
一
体
と
な
っ
て
、
豊
か
な

心
を
育
成
す
る
た
め
の
方
策
を

検
討
中
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
教
育
課
程
の

編
成
、
学
校
施
設
の
開
放
、
社

会
教
育
施
設
の
充
実
、
保
護
者

へ
の
啓
発
、
地
域
で
の
協
力
者

の
確
保
な
ど
、
関
係
者
の
協
力

を
得
な
が
ら
、

2
0
0
2
年
に

実
施
で
き
る
よ
う
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

海老津小学校の'.I~~ゐ主主授業風景
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公
共
施
設
、
機
具
等
の

安
全
管
理
に
つ
い
て

質
問

前
原
市
で
鉄
製
の
ポ
ー

ル
折
れ
死
亡
事
故
が
あ
っ
た
。

岡
垣
町
も
学
校
や
総
合
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
ポ

1
ル
の
ほ
か
、
ブ

ラ
ン
コ
な
ど
の
遊
具
や
ス
ポ
ー

ツ
機
具
も
あ
り
、
倒
壊
す
る
と

大
き
な
事
故
に
な
る
。

安
全
管
理
を
強
化
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

答
弁
職
員
に
よ
る
定
期
点
検

を
し
、
危
険
な
も
の
は
修
繕
、

取
り
替
え
を
し
て
い
る
が
、
今

後
は
、
点
検
の
方
法
等
に
つ
い

て
も
安
全
管
理
の
面
か
ら
再
検

討
し
た
い
。

教
育
委
員
会
と
し
て
も
、
学

校
現
場
で
目
視
点
検
と
町
内
業

者
に
よ
る
安
全
確
認
を
し
て
い

る
が
、
今
後
は
、
専
門
家
に
よ

る
調
査
を
実
施
す
る
。

質
問

専
門
家
が
定
期
的
に
点

検
す
る
制
度
を
き
ち
ん
と
つ
く

っ
て
予
算
化
す
る
よ
う
に
。

答
弁

機
具
が
ど
の
程
度
の
負

荷
ま
で
対
応
で
き
る
の
か
の
調

査
を
毎
年
実
施
す
る
か
隔
年
で

実
施
す
る
か
を
検
討
し
、
予
算

化
す
る
。

敬
老
祝
い
盛
制
度
に
つ

い
て

賀
問

「
行
政
改
革
」
と
は
、

ム
ダ
を
省
き
不
要
不
急
の
事
業

を
見
直
す
こ
と
で
あ
る
。

町
長
は
本
当
に
、
高
齢
者
の

戦
前
戦
後
の
ご
苦
労
に
報
い
る

気
持
ち
が
あ
る
な
ら
ば
、
敬
老

祝
い
金
は
存
続
せ
よ
。

答
弁

敬
老
祝
い
金
は
布
歳
以

上
の
方
が
対
象
で
あ
る
が
、
今

後
の
高
齢
者
施
策
の
財
源
確
保

の
た
め
に
見
直
し
、
喜
寿
や
米

寿
の
節
目
に
金
額
を
上
げ
て
支

給
す
る
。

町
営
住
宅
の
建
設
に
つ

い
て

質
問

町
の
事
業
を
民
間
依
存

で
は
な
く
、
主
体
性
を
も
っ
て

進
め
る
べ
き
だ
。

町
営
住
宅
の
建
設
時
期
等
を

明
確
に
し
て
欲
し
い
。

答
弁

平
成
日
年
8
月
着
工
、

平
成
日
年
3
月
完
了
予
定
で
、

海
老
津
地
区
内
に
4
階
建
を
2

棟
、
合
計
錦
戸
を
計
画
し
て
い

る。

副総"

翼民;灘"

総合グラウンド

7
日
か
ら
紅
白
ま
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

提
出
議
案
は
多
く
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
全
員
協
議
会
で

は
、
岡
垣
町
地
域
防
災
計
画
、

海
老
津
地
区
宅
地
開
発
に
関
す

第
2
次
住
居
表
示

の
変
更
請
求
、
特
別
委
員
会
の

設
置
な
ど
協
議
項
目
が
多
く
、

る
覚
書
き
、

か
な
り
の
時
聞
を
と
り
ま
し
た
。

当
委
員
会
の
付
託
案
件
は
、

三
件
で
、

特
に
附
属
機
関
の
設

置
に
関
す
る
条
例
の
改
正
で
、

中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画

策
定
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て

を
審
議
し
ま
し
た
。

こ
の
委
員
会
は
、
学
識
経
験

者
を
含
む
同
名
以
内
で
組
織
さ

れ
、
町
長
の
諮
問
機
関
と
し
て

設
置
さ
れ
ま
す
。

ご
存
知
の
と
お
り
商
庖
街
は
、

長
引
く
不
況
や
大
型
庖
の
郊
外

進
出
、
空
き
庖
舗
の
増
加
や
後

継
者
難
の
問
題
等
を
抱
え
て
い

る
の
が
現
状
で
す
。

商
底
街
組
合
の
方
々
は
各
種

イ
ベ
ン
ト
や
花
咲
き
朝
市
等
を

田
実
施
し
、

賑
わ
い
を
取
り
戻
そ

A 

6 
月

合

う
と
精
力
的
に
活
動
さ
れ
て
い

ま
す
。行
政
も
い
ろ
ん
な
形
で
協
力

を
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
、

行
政
の
立
場
か
ら
策
定
部
会
や

推
進
委
員
会
を
設
置
し
、
商
庖

街
の
活
性
化
に
向
け
て
積
極
的

に
取
り
組
む
と
の
こ
と
で
す
。

私
ど
も
議
会
の
立
場
と
し
て

も
、
中
心
市
街
地
活
性
化
に
つ

い
て
は
全
面
的
な
協
力
は
惜
し

み
ま
せ
ん
。

中
心
市
街
地
活
性
化
や
住
居

表
示
の
案
件
は
、
住
民
の
生
活

に
密
着
し
た
問
題
で
あ
り
関
心

も
深
い
の
か
、
本
会
議
の
傍
聴

者
も
通
常
よ
り
多
く
、
大
変
ょ

い
と
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。

何
故
な
ら
常
々
私
ど
も
は
、

開
か
れ
た
議
会
、
わ
か
り
や
す

い
町
政
を
願
っ
て
い
る
か
ら
で

す。



…………滋数派摩祭……………

6
月
議
会
で
、
当
委
員
会
に

付
託
さ
れ
た
「
住
居
表
示
に
伴

う
字
の
区
域
及
び
名
称
の
変
更

に
つ
い
て
」
の
議
案
は
、
当
該

地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
「
変
更
請

求
書
」
が
提
出
さ
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
、
住
居
表
示
の
法

律
に
基
づ
き
継
続
審
査
と
し
、

公
聴
会
開
催
の
後
、
審
議
、
委

員
会
議
決
、
議
会
議
決
の
運
び

と
な
り
ま
す
。

公
聴
会
は
、
重
要
な
案
件
や

住
民
の
権
利
義
務
に
大
き
く
影

響
あ
る
案
件
に
つ
い
て
決
定
す

る
場
合
に
、
利
害
関
係
者
等
の

意
見
を
聞
く
た
め
に
委
員
会
を

開
催
し
ま
す
。

当
委
員
会
と
し
て
は
、
委
員

会
議
決
に
至
る
過
程
を
大
切
と

考
え
て
い
ま
す
の
で
、
公
聴
会
、

委
員
会
審
議
の
関
係
住
民
の
皆

さ
ん
や
議
員
の
皆
さ
ん
の
傍
聴

を
歓
迎
し
ま
す
。

そ
の
中
で
、
町
民
の
皆
さ
ん

の
住
居
表
示
に
対
す
る
「
ご
理

解
と
ご
協
力
」
を
お
願
い
す
る

と
と
も
に
、
議
会
へ
の
信
頼
も

高
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

戸ー一山...，

内

高
温
川

当
委
員
会
は
、
付
託
案
件
の

E

「
国
民
合
意
の
食
料
・
農
業
・

一
農
村
基
本
法
の
制
定
を
求
め
る

一
政
府
へ
の
意
見
書
」
提
出
に
つ

一
い
て
の
請
願
を
審
査
い
た
し
ま

一
し
た
。

一
取
り
巻
く
情
勢
と
し
て
、
幻

一
世
紀
を
目
前
に
し
て
日
本
の
農

一
業
や
、
食
生
活
は
大
き
く
変
わ

…
り
ま
し
た
。
食
生
活
が
豊
か
に

一
な
っ
た
の
と
は
裏
腹
に
、
日
本

一
の
農
業
は
衰
退
の
一
途
を
た
ど

一
っ
て
い
ま
す
。

食
料
自
給
率
は
カ
ロ
リ
ー
ベ

l

一
ス
で
位
%
ま
で
落
ち
込
ん
で
し

一
ま
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
国
際
的
に
は
人
口
の

…
爆
発
的
増
加
、
圏
内
で
は
農
業

…
者
の
高
齢
化
、
後
継
者
難
、
農

一
村
の
過
疎
化
が
進
ん
で
お
り
、

…
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
政
府

一
は
、
国
民
が
安
心
で
き
る
農
村

一
社
会
を
建
設
す
る
こ
と
を
検
討

一
し
て
い
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
こ
と
を
背
景

一
に
、
次
の
よ
う
な
意
見
書
を
要

一
望
さ
れ
ま
し
た
。
(
一
部
集
約
)

一
、
食
料
自
給
率
を
当
面
カ
ロ

リ
ー
ベ

l
ス
で
印
%
目
標
。

二
、
食
料
検
査
体
制
、
品
質
表

示
政
策
を
充
実
し
安
全
性

を
確
立
す
る
こ
と
。

三
、
家
族
農
業
を
基
本
と
し
、

株
式
の
譲
渡
に
厳
し
い
制

限
を
。

四
、
中
山
間
地
域
に
は
直
接
所

得
補
償
を
行
う
こ
と
。

な
ど
に
つ
い
て
、
本
町
の
農

業
者
の
実
態
と
現
状
を
検
討
し

農
業
者
は
勿
論
、
消
費
者
に
も

十
分
理
解
の
得
ら
れ
る
内
容
で

あ
る
こ
と
を
当
委
員
会
で
慎
重

審
議
の
う
え
、
こ
の
請
願
を
採

択
と
決
定
し
、
岡
垣
町
議
会
は

意
見
書
を
政
府
関
係
機
関
に
提

出
し
ま
し
た
。

辺町叫
「員
~
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議
会
傍
聴
巴

傍
聴
は
、
本
会
議
、
委
員
会

そ
の
他
の
非
公
式
会
議
で
、
そ

れ
ぞ
れ
取
扱
い
が
異
な
り
ま
す
。

*
本
会
融

本
会
議
は
公
開
が
原
則
で
す
。

傍
聴
席
入
回
に
備
え
付
け
て

い
る
受
付
簿
に
記
入
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
、
誰
で
も
自
由
に
傍

聴
で
き
ま
す
。

身
体
の
不
自
由
な
方
(
車
椅

子
利
用
者

・
難
聴
者
)
で
も
傍

聴
で
き
る
よ
う
に
傍
聴
席
を
整

え
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
傍
聴
席
は
最
大
田

名
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

多
数
の
場
合
は
ご
遠
慮
願
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

*
委
員
会

委
員
会
の
傍
聴
は
制
限
公
開

制
で
す
。

傍
聴
を
さ
れ
る
方
は
、
事
前

に
議
会
事
務
局
に
申
出
を
さ
れ
、

委
員
長
の
許
可
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
通
常
は
ほ
と
ん
ど
許
可

さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
委
員
会
室
の
傍
聴

席
は
最
大
5
名
程
度
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
傍
聴
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

*
全
員
協
融
会
等

(非
公
式
会

融
)
全
員
協
議
会
等
は
、
法
的
な

制
限
は
な
く
、
非
公
式
会
議
で

あ
り
ま
ず
か
ら
、
傍
聴
は
認
め

て
い
ま
せ
ん
。

以
上
の
よ
う
に
、
議
会
は
公

聞
が
原
則
で
す
か
ら
傍
聴
は
自

由
で
す
が
、
会
議
の
秩
序
を
保

持
し
、
円
滑
に
議
事
を
運
営
す

る
た
め
に
必
要
な
制
約
を
傍
聴

規
則
で
し
て
い
ま
す
。

そ
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

議
会
に
は
、
定
例
会
と
臨
時

会
が
あ
り
ま
す
。

開
催
は
町
長
の
議
会
招
集
権

に
基
づ
い
て
、
招
集
告
示
さ
れ

町

民

に

周

知

さ

れ

ま

す

。

第

4
回
臨
時
議
会
が

8
月
日

臨
時
会
の
開
催
月
は
確
定
し
日
の

1
日
間
開
催
さ
れ
ま
す
。

ま
せ
ん
が
、
定
例
会
は
毎
年
3

議
案
は
、
一
般
会
計
補
正
予

月、

6
月、

9
月
、
ロ
月
の
4

算
な
ど
4
議
案
で
す
。

回

開

催

し

ま

す

。

本

会

議

の

傍

聴

は

自

由

に

で

そ
の
議
事
日
程
は
そ
れ
ぞ
れ
き
ま
す
の
で
、
町
政
の
動
向
に

月
の
初
め
に
決
定
し
ま
す
の
で
、
関
心
の
あ
る
方
は
、
傍
聴
し
て

議
会
事
務
局
か
、
役
場
イ
ン
フ
み
て
は
知
何
で
し
ょ
う
か
。

勺

4
?
?
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
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4
T

向

。

帯

示

な

に

け

、

時

制

す

携

を

。

し

害

い

札

制

ゆ

ま

を

勢

者

。

手

妨

は

円

中

日

冒
曹

し

物

。

気

る

い

拍

の

て

引

日

中

舘
柄

止

器

者

他

い

さ

。

は

事

L

F

4
中

日

禁

る

る

の

で

下

と

。

又

議

。

を

任

時

相

h

を

あ

れ

そ

し

て

こ

と

、

等

と

ど

創

刊

二
b
聴

の

ら

・

帯

つ

。

い

こ

し

笑

こ

な

恥

中

村

，

傍

れ

め

ド

携

守

と

な

い

明

談

い

音

即

日

咋

'

は

そ

認

。

一

を

を

こ

し

な

賛

、

な

録

の

咋

日

t
、

人

お

と

者

カ

の

項

い

用

し

て

語

し

、

括

同

和

』

J

る

の

る

る

ラ

も

事

な

着

を

し

私

を

影

暫

糾

問

す

険

あ

い

プ

る

の

し

を

煙

対

、

為

撮

帯

向

。

EMF
当

危

。

が

て

・

あ

次

を

等

喫

に

し

行

真

携

判

中

薗
同

該

、

者

常

ぴ

り

の

、

装

巻

、

論

聴

な

写

、

↑

日

冒
圃
司

に

は

る

異

帯

ぽ

れ

は

服

首

は

言

。

傍

う

は

は

い

判

項

文

い

に

を

の

そ

で

な

、

又

の

と

に

よ

で

。

瞭

刊

咋

匝
軍

事

器

て

神

気

・

お

席

様

子

食

員

こ

か

る

席

ん

の

咋

判

血

P

の

凶

し

精

酒

旗

す

聴

異

帽

飲

議

い

静

な

聴

せ

場

問

中
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・
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・

傍

・

・
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・

・

傍

ま

入

恥
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+
+
+
+
+
+
+
+
+し

つ
い
て

議
.dr 
Z玄

日
程

の

は

ォ
メ

l
シ
ョ
ン
に
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

臨
時
会
開
催
の
お
知
ら
せ

初
当
選
の
議
員
に
と
っ
て
は

初
め
て
の
定
例
会
が
終
わ
り
ま

し
た
。
議
会
の
ル

1
ル
な
ど
で
、

い
さ
さ
か
の
一
戸
惑
い
が
あ
っ
た

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

き
て
、

8
月
に
な
る
と
各
地

区
で
盆
踊
り
の
練
習
が
始
ま
り

ま
す
。
「
岡
垣
音
頭
」
の
歌
が

聞
こ
え
る
と
懐
か
し
き
に
誘
わ

れ
目
頭
が
熱
く
な
る
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。

昭
和
町
年
に
町
制
施
行
加
周

年
を
記
念
し
、
「
問
題
音
頭
総

踊
り
大
会
」
が
総
合
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
行
わ
れ
、
歌
手
の
西
川
峰

子
さ
ん
は
、
「
渡
津
の
名
物
活

き
魚
は
ね
り
や
観
光
岡
垣
皆
お

い
で
」
と
唄
い
ま
し
た
。

以
来
口
年
「
岡
垣
音
頭
」
は

町
民
の
聞
で
定
着
し
、
郷
土
愛

を
育
む
役
割
を
果
た
し
た
と
思

わ
れ
ま
す
。

今
後
も
、
町
民
の
皆
さ
ん
と

共
に
美
し
い
自
然
と
生
み
だ
さ

れ
る
窓
み
を
大
切
に
し
た
い
と

患
い
ま
す
。
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